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一
豚
 

溝
携
毒
履
ゆ
ー
落
と庁
環
建
ゆ
三
回器
 

〈
養

》
真
漂
廼
濡
慌
綾
塘
遭
湿

准
児
叫
流
 

」
一
 

隈
近
飼
「
」
料
寧
の
進
歩
 
よ
っ
に
す
る
と
生后
一遍
間
位
で
先
『
一
 

F
 

に
よ
つ
て仔
牛
仔
豚
の
 
全に
馴
れ
て
く
る
、
急
激
な
”
響
を

伽

み
ス
 

早
朋
舶
乳
t「・
人
一
L
乳
で
 
考
える
と
き
は
離
乳
予
定
の
ニ
ー
三
岬

の
 

ぎ
」
有
h
繋
殖
回
撤
 
B
前
（
生
后
十
八
日
目
頃
か
ら
）
一
《
 

家
 
の

増
加
」」労
R
e
削
減
 
日
輔
乳
回
難
を
大
ー
八
時
と十
一
時
》
 

年
4
当
地
方
で
も
人
工
 
ら
夜間
だ
け
母
豚
に
つけ
る
よ
うに
岬
 

ー
・
訓
示
が
h
り
、
県
知
事
、県
消
防
協
会
 

m
四
分
団
 

一
殿
酢
、
木
制
鉄
夫
、
福
土
由
松
，新
蔵
、
川
村
幸
迭
 

西

艮
、
士
己
旧
長
、
五
所
川
原
馨
察
署
長
 
功労
章
 

行
私
勝
『
自
円
清
一
、斎
藤
未
太
郎
、
 第
二
。
齢］
班
摂
、山
内
臓
作
、ョ
員
、
 

ら
の
況
冨
が
あ
り
．
客
加
団
員
を代
表
秋
田
警
呂
ー
鹿
内
武
雄
、小
田
桐
辿
九
佐
藤
武
、福
井
真
一
、
小
山
内
武
義
 
平
山
轟
一
 

n

し
「
席
L
分
団
長
が
零
辞
を
の
べ
、最

藤
田
亀
太
郎
 

（『」
消防
団
丘
表
彰
 

第
三
分
団
団
員
、
松
野
冨
雄
、
勝
涌
一
 

後
に
肌
．石
泊
防
団
長
の
音頭
で
万
才
三
 
勤
功
章
 
落
一

分
団
第
大超

丁
藤
昭
市
、
第
二
英
、
間
山
正
宏
 

五
 

り
で
あ
一弓
 

(）
県
潰防
協
会
長
表
彰
 

尋
巴
山
明
綬
 

m
i
、
丘
尾
武
一
．本
部
団
付
着
）
，
 塗
ハ
分
団副
部
長
、
奈
良
岡
西
」
郎
、
 

T
山
嗣
、
革
一
分
団班
長
、
宮
崎
米
松
班
長
白
取
義
勝
、
団
長
、
奈
良
陸
奥
用

祈
茸
定
雄
、
団
員
、
片
山
喜
十
郎
、
平
石
川
春
雄
、
岩
崎
屋
一
、奈
艮
嘉
志
男
 

印
当
選
作
品
は
自
由
に
利
用
さ
せ
て
い
》
 

た
だ
キ
曇
す
。
 

O
賞
 
金
 
一

一
等
 
参
万
円
 
一
名
 
一尋
 
五
千
、
 

円
 
一名
 
三
等
 
二
千円
 
五
名
 
一
 

佳
作
 
一
千
円
 
十名
 

昭
和
三
十
六
年
十月
十
日
新
聞
、
放
一
 

送
、
公
朋
選
挙
時
報お
よ
び
公
明
認
 

挙
連
盟
事
務
所
で
発
表
し
ま
す
、
 
一
 

心
配
ご
と
相
談
所
市
一

福
祉
事
務
所
へ
移
転
）
 

市
響
率

務
所
で
は
い
ま
ま
で
毎
水
曜
一

日
に
中
央
公
民舘
で
聞
設
して
い
た
「
》
 

心
配
ご
と
相
鷲
財
」
を
今
月
か
ら
禍
祉
岬

亭
務
所
（
市
排
内
）
二

階
で
開
く
こ
』
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

》
 

な
お
聞
裟
日
は
い
ま
ま
で
と
お
り
毎
氷
”
 

阻
日
、
午
前
九
時
か
ら午
後
「
蒔
ま
で
1
 

と
な
つニ
、い
ま
す
。
 

一鐸
洛
滝
陳
境
一譲
鐸
弾
り
湯鴻
震
一
 

活
編

を
目
的
に
上
平
井
町
町内
会
」
組
合
（
組合
長
藤
田
業

髭

）
と
共
一
 

平
井
町
子
供会
員
約
一

五
。
名
を
賛
切
パ
ス
画

で
胃
森
晋
浦
会

園
一

に
招
待
水
詠
な
ど
を
画

お
こ
な
つ・
てた
の
ー
 

し
い
百

を
す
iJし
如

た
。
 

画

な
お
同
町
の
こ
の
計
画

画
は
こ
と
し
は
じ
め
《
 

て
で
あ
n
×秋
元
・

長
は
こ
ん
ご
も
毎
年
一

こ
の
計
画
を
お
こ
な
ー
 

い
た
い
と
い
2
‘
い
」
 

る
o
 

一
 

日
本
赤
十
宇
社
で
は
同
社
の
業務功
労
者
と
し
て
こ
の
ほ
ど
市内
平
和

町
、
越
後
善
」
廊氏
に
本
市
初
の
銀
色
特
駒
社
員
章
が
お
く
られ
ま
し

た
。
こ
ん
ど
の
表
彰
は
同
氏
が
本
年度
の
日
赤社
員
募
集
に
際
し
特
別

の
功
”
が
あ
う
た
ので
五
所
川
原
地
区
長
か
ら日
本
赤
十
字
社
に
功
労

喪
彰
万
を
申
請
し
て
い
た
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
銀
色
特
別
社員

章
が
附
ら
1
1
、
そ
の
伝
達
が
十
七
具
巾役
所
助
役
窒
に
お
い
てお
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
 

集
十
分
団
団
昌
二
戸
沢
二

r‘
斉
藤
鵡
 田
干
内
 

次
、
米
田
志
加
、
補
井
正
一
、葺
ホ
H
H第
十
分
団
薄長
、
間
m」
一
、団
昌
、
鈴
 

次
郎
、
神
修
、
秋
田
年
郎
 
ポ

忠
治
 

第
二
分
団
団
H
難
、

長
晦
武
 

雄
二
分
団
、
町
陣
金
作
、副
部
長
、
小
 

O
十
五
年
勤
統
 
田
桐
正
義
、

m鍵
一
斉
轟
茂直

本
部
団
付
部
畏
、亡
一
蒲松
麟
、
団
付
m
O
二
十
年
勤
続
 

長
、
高
杉
吉
兵
衛
、
団
付
部
長
、
成
田
第

一
分
団
団員
、
小
川
竹
次
郎

勇
蔵
、
団
付
班
長
，
小
山
内
武
在
、
団
第

一
分
団
団
員
，
菊
地
廃
夫
、
第
三
分

付
部
長
、
「
蒲
正
一
、団
付
研
長
、
野

剛
部
長
、
須
藤
易
四
太
郎
、
副
部
長
、
 

呂
晃
 
上

藤
豊
恵
、第
五
分
団
部
長
、
千
田
清

第
一
分
団
副
尊
長
、鶴
谷
芳
松
、
班
長

m
六
分
団
団
員
、
藤
森
竹
松
、佐
藤
金

対
馬
宇
「
廊
、
団
員
、
竹
内
由
載
、菊
工
」
、第
九
分
団
部
長
、小
笠
原
儀
助
、
 

地
松
造
、石
井
看
・
〈一
、小
田
桐
山
一
、
 今
勝
郎
、
斉
藤
末
太
郎
、第
十
分
団
部

柳
沢
事
ハ
、
鶴
谷
留
吉
 渋
谷
掃
 
長
、

福
1
嘉
吉
、
副
部
長
、
斎
藤
美
智

第
二
分
団
副
部
長
、
坂
本
与
四
郎
、
平
雄
 

山
登
、
平
山
正
昭
，団
員

、
ユ
藤
竿
夫（
し
 
干
五
年
勤
続
 

蝦
名
武
一
、葛
西
繁
中
（
、岩
淵
喜
一
郎
本
部
団
付
部
長
、松
坂
忠
孝
、
第
一
分

王
弁
俊
勝
、
藤
田
則
昭
、
作
Lー
ポ
文
円
団
副
部
長
，
高
橋
信
吉
、
団
員
、
奈
良
 

坂
本
武
之
助
 

勝
潰
、
第
二
分
団
団
員
、木
村
岡
逸
、
 

消
」
牙
団
団
員
、
土
些
一
茨
郎
、松
析
第
「
牙
団
分
団
長
、秋
田
繁
円
、団
員

流
正

、
工
藤
初
勇
、」
蒲
倉
光
 

今
乳
衛
、
第
大
分
団
副
団
分
長
、
沢
田

第
四
分
団
団
員
、
山
中
長
之
助
、
平
山

魂
夫
、
団
員
、
奈
良
満
冨
、鯛
田
正
助

聾
三
加
稽

メ
凸
、
佐
A
木
甚
一節
、
 
不
部
団
付
部長
、
其
田
長
六
 

高
柵
一
二
郎
 

O
」
干
年
勤
続
 

第
大
分
団
団
員
、
山
形
強
一
 

蕩
一
分
部
団
長
、小
田
桐
政
光
、
団
員

窮
七
分
団
団
員
、
聞
米
清
ニ
、
川
浪
安
大
内
ジ
雄
、
第
一
一牙
団
分
団
長
、
鹿
内

清
 

武
夫
、
第
八
分
団
団
員
、
佐
藤
武
太
郎
 

"
W
影
石
町
賢
影

暫
万
才
三
 
勤
功
章
 
落
か
馴

奇

丁
臓
市
、第
二
英
、
町m剰
 
ー

ー
ー
ー
 

叫
沿
湧
渓
、
佐
費
紺
団
員
。
雲
嘱

m
 ー
 
ー
ー

ー
 
葺
 

ご
  
l
J
 

 

、
 

、
催
で
さ
る清
、
ェ
〈
人
工
乳B
一
釦
弘
日
 
一
ゆ
ク
」一
 

八
分
団
分
団
長
、佐
藤
良
紺
、
団
員

n）
市長
感
謝
 

小
（
《蔵
粕
太
郎
 

上
平
井
町
、｛
識”
ハ
ル
、
中
泊
、舘
山

帯
九
分
団
団
員
、佐
女
木
騰
苫
 
福
十
文
遣
、
外
崎
末
美
、飯
話
、
今
勇
、
羽

勝
雄
、
楠
美
直
一
、
今
 
雄
，
佐
み
、t
野
木
沢
、
阿
部
秋
雄
 

与
之
助
、
宮
崎
武
作
、三
上
金
幸
、
太
 

公
明
選
挙
コ
ン
ト
 

等
三
万

円
で
募
集
 越畿善三郎氏 

選
ド
乃
お
こ
な
わ
れ
るよ
っ
に
候
補
者

な
ら
び
に
選
挙
人
に対
す
る
反
省
と
白
 

「mを
促
す
た
め
の
も
の
で
で
。
 

。
応
募
規
定
 

『
薮
は
千宇
以
内
何
与
で
も
か
まニnま

せ
ん
。
 

O
応
募
資
格
 

。
発
 
表
 

男
女
年
令
を
間
い
ませ
ん
。
 

自
作
の
も
の
。
 

0
提
出
先
と
締
切
日
 

九
月
五
日ま
で
に
里
小
都
千
代
田ダ
日

比
谷
公
園
、市
政
会
新
な
い
公
明選
挙

連
盟
あ
て
。
 

。
そ
の
他
 

山
応
募
原
稿
に
は
住
所氏
名
職
業
年
令

男
女
別
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

凹
応
募
原
稿
は
お
返
しし
ま
せ
ん
。
 

価
当
選
作
品
の
発
表
に
つ
い
で
は
若
干

の
字
句
の
修
正
が
あ
る
こと
を
ご
承

知
く
だ
さ
い
。
 

乳
育
成
を
お
こ
な
つ
て
お
り
ま
す
の

で
、
人
工
乳
によ
ろ
仔
豚
育
成
の
要

貞
を
記
し
て
み
ま

ー
J
う
。
 

O
人
工
乳
の開
始
の
日
令
 

人
工
乳
を
早
く
な
れ
さ
せ
る
た
め分

娩
借
一
週間
目
頃
、分
娩
柵
の
中
に

入
工
乳
と
ぬ
る
ま
潟
か
帰備
し
て
給

与
す
る
 

Q
給
与
方
法
 

豚
舎
に
入
る
と
仔
豚
が
み
ん
な
集
っ
 

一
 

一
 

い
A
丁
乳
育
成
と
従
来
の
育成
方
法

の
比
較
 

母
豚
晴
育
に
比
し母
豚
の
掴
耗
が
少
 

、
飼
料
費
が
安く
つ
く
の
と
繁
殖
回

勤
を
増
す
ご
と
が
で
き
乙荷
米
の
万

法
で
は
十四
ー
十
五
領
の
仔
臓
に
六
 

(）
日
も
乳
を
吸
わ
せ
る
た
め
分
娩
当

初
一
五
。
キ
ロ
ゲ
ラ
ム
程
度
の
母
豚

が
離
乳す
る
頃
r
な
る
と
ニ
十
ヒキ

ロ
ジ
ラ
ム
ー
四十
キ
ロ
グ
ラ
ム
位
は

嵐
が
滅
つ
て
L
ま
〈
ノ山
が
善
通
e
あ

る
，
人
工
乳
青
成
の
場
合
、
そ
の
影

響
は
非
常
に
少ぐ
し
か
も
そ
の
間
の

飼
料
が
節
蔵
さ
れ
る
。
 

一
 
仔
付
母豚

の
場
合
、
一
頭
に
対
し
一

一
、
ま
す
。
 

割
増
量
して
配
合
飼
料
だ
と
平
均
約
 

離
乳
の
場
合
乳
房
炎
等
併
発
も
し
や

ーハ
キ
ロ
グラ
ム
必
要
に
対
し
、
早
期

皿
し
て
分娩
当
初
は
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム

し
い
の
で
分
娩
前
一
週
間頃
か
ら
滅

位
に
と
ど
め
乳
房
の
状
態
を
見
て
、
 

干
均
四
ー
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
誠
し
 

一
 
こ
れ
を倉
に
直
し

て
み
ま
す
・
天
 

（
 
工乳
使
用
の
場
合
一日
平
均
四
・
五
 

ー
 キ
ロ
グ
ラ
ム
大
O
日
間
で
配
合
飼
料

一
 二
き
キ
ロ
グ
ラ
ム
従
来
の
母
請
 

、
 青
の
場
合
一
日
平
均
大
キ
ロ
グ
ヲ
ム
 
 

加
 

"
 

一
一
 

「
 

《

一
 

一
男
円
 

」
ハO
日
問
で
一一
云O
キ
ロ
グ
ラ
ム
で

男
口
飼
料
一千
ロ
グラ
ム
の
価
格
三
 

。
円
と
み
一‘
人
工
乳便
用
の
場
合
八
 

0
。
円
、
馴
百
の
場
合
一
O
八
〇
 

O
円
山」
な
り差
引
一石

O
O円
の
得

と
な
り
ま
す
ロ
 

O
繁
殖
回
散
 
画

剖
嬬
育

に
‘
ら
べ
て
分
娩
后
の発
》
 

情
需

が
阜
く
（
離
乳
后七
ー
八
日
岬

一
交
配
間
綿
を
署
る
し
く
短
縮
す
る
”
 

こ
と
が
で
老
る
の
で
優
良
な
種
豚は

画

常
に
子
豚
の
生
産
一方
に
専
用
で
き

る
よ
ー
っに
な
じ
二
年聞
に
五
回
の繁

殖
が
十
分
お
こ
な
われ
る
こ
と
に
な
》
 

り
ま
す
。
 

画
 

一
 

2
1日
（
離
乳）
十
1
14
日
（
妊
娠
”
 

習
）
+
8日
（晶
情
需）
；
・
1
一
 

4
3
日
（
交
配
間隔
）
 

<
 

1
4ら
白

×
5産
・1
71
5日
で
充

分
二
年
間
（
七
ニO
日
）
に
五
回
分
 

娩
さ
せ
る
こ
と
が
可
能で
あ
る
と
考

」
 

え
ら
れ
ま
す
‘
 

中
 

O
乳
房
炎
に
注
意
 
画

人
工
乳
A
と
B
の
切
り
かえ
を
徐
A
一

に
や
ら
な
い
と
下
痢
を
起
す
こ
と
が
”
 

あ
る
人
工
訊
に
馴
ら
す
と
き
か
ら
一
）
 

週
聞
位
は
水は
ぬ
る
ま
潟
を
与
え
る
一

こ
と
。
 

市
消
防
団
観
閲
式
終
る
 

優
良
団
員
の
表
彰
も
行
う
 

五
画
川
庫
巾
消
防
団
恒
例
の
定
期
消防
副
間
ド
は
、
夏
ま
つ
n
魯

一
ロ
口
の
四
日
叩
知
小
（
世理
 
、
押
泊
防
脇
会
長
ら
来
責
多
勲
が
臨
席
、
団
員

五
U
n
余
名
が
参
加
し
て盛
大
に
お
こな
r
羽
た
同
日
は
朝七
時
、
半
諏
 
サ
イ
レ
あ

合
図
・
各
分団
ご
と
に
北＼
ブら
ン
ド
に
集
合
、観
閲
 

"
E山内
市
長
は
神
肖
防
団
長
と
と
も
に
入
場
，人
皿
姿
勢
服
装
機
械
》
買検
問
の
お
レ」
団昌
に
よ
るま
と
い
振
り
、
特
別
参
加
の
中
郡
岩
木
町
消
防

川
の
梯
丁
乗
n
が
披
露
さ
れ
た
、
そ
の
後
本
町
と
お
り
ふ自
衛
隊
ブ
ラ
ス
パ
ン
ド
を
先
頭
に
分
列
行
進
、
岩
木
川
河畔
で
一
斉放
水
記
習
が
お
こ
な

い
〈
た
の
ち
、ふ
た
た
び
I
斗
ゲ
ラ
ソ
ド
に
隼
h］
、消
防
団
永
年
勤靴
、
鳳
」い
分団
囲
力
者
の
表
彫
武
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
 

ひ
き
「
弓
き
市
長
、尚
防
長
）
の
講
評
 
帯

三
分
団
 

一
郎
 聯
晋
．
吉
、
舘
山
腫
三
郎
、
舗
山

加
福
次
郎
、
エ
蕪
旧
三
郎
、佐
女
木
勝
 

市の 人 口 

'7月末現在） 

総人口 	50、 345 
男 	24'4兇 

女 	25、887 
世帯散 	9、757 

唱
が
あ
H
叱
欠
百
程
を
舞
事
蜂
ー
し
原
」
蔀
、
葛
西
勝
太
郎
、
飛
島
日
正
、
 牙
印W
m七部
‘
藤
田
勝
則
、
第
五
分
団
落
四
分
団
団
員
、
柳
原
嘉
古
、長
峰
清
 

所

た
？
 

鶴
谷
芳
松
、
晒
崎
太
三
郎
、
奮

勝
に
蓬

謝
」
対
馬
健
二
郎
、
猫
淵
部
落
会
治
、
中
谷
政
四郎
、
山
口
利
志
、
劣

な
お
今
同
の
各
表
彰
モ仔
っ
ぎ
の
と
お
ホ
村
三
四
郎
、丁
藤
源
作
、藤
田
柾
慶
n一
消防
買
姿

彰
 

肇
 

坂
本
岩
叫
、
4
山
幸
次
郎
、
清
野
正
、
 市
請
防
署
尚防
土
、
岩
谷
仁
、
同
斎
藤

第
五
分
団
団
員
、
佐

・べ
木
永
作
、
寺
田
 

士
岐
徳
太
郎
―わ
岡
栄
作
、飯
田
貞
助
若
叫
 

佐
太
郎
、
驚

幸
一
郎
、
対
肥
清
三
、
 

対
喝
灘
衣
郎
 
千
出
悶
、
小
野
寺
金
次
（『
r年
勤
続
 

毛
内
光
春
 

子
供
会
員
が
海

辺
で
遊

ぶ
 

E
平
井
町
内
会
が
招
特
旅
行
 

越
後
善
三
郎
氏

表
彰
 

細
勤
醜
銀

色
特
別
社
員
章
 

を
期
待
す
る
こ
と
は
で
者議
せ
ん
。
 

(‘
り
 
？
ー

一
叫
熱

十
 
！
 
か
マ
 

雄
 

灘
 

‘
 明
日
の
正
しい
政浴
の
た
め
に
公
明な
 

山
略
三
即
、川
可
正
則
、高
松
三
雄
、
 奈
血
直
二
 

公
朋
選
挙
逓
盟
て
は
つぎ
の
要
滴
に
よ
選
挙
の
実
態
は
たく
さ
ん
の
金
が
か
か

松
本
直
、

工
藤
義）”
、倉
光
重
美
、
 筆
七
分
団
団
昌
、
小
笠
原
俊
昭
、
小
野
り
公
明
選
挙
に
関
す
る
コ
ン
ト
を辞
年
り
貿
収
供
応
な
ど
の
皿
貰
違
反
が
多
「・
．
 

木
月
万
四
郎
，鶴
谷
初
雄
、
葛
西
勝
雄
雄
蔵
、
斉
藤
竜
一
、
三
上
行
夫
 
し

て
お
り
ま
す
っ
 

不
朋
朗
な
も
の
です
。
こ
う
ゆ
うき
た
 

鶴
行
請
山
「
対
叫
六
郎
、、
蒲
電
載
、
 第
九
分
団
団員
、
引
（
崎尋
 

o
募
集
の
曹
 

な
い
選
茅
ら
り
つ
ば
な
正
し
い
政
治
 ●

 
し
予
定
日
の
一
干
一
日
目
に
は
母豚

と
仔
豚
が姿
や
鳴
声
が
聞
こ
え
な
い

別
の
豚
舎
に
完
全
離
乳
す
る
こ
レも

方
法
で
あ
る
。
 

水
は
一
日
「
画
位
と
り
か
え
生
后
一
一

十
八
日
目
頃
ま
で
は人
工
乳
A
を
用

え
、
一
干
八
日
目
以後
四
日
閥位
で
 

．
 
一j
 

l
‘
 
ー

一
 
「
 

！
 

一
 

ニ
，
 

,
'
1‘
ー
『
 

I‘
 ,
 

そ
利
用
し
て
h
ム
靴
に
全
乳

を
座
 
人
工
乳
A
も
B
も
全
部
欝

で
不
断
竺
 

薮
鍵
競

羅
翼
麓
「日
繍醸
襲
一
 

議
」醸
鶏
薮
姦
籍
翼
で
の人1乳必
要一
 

一
日
別
（
生后
）
 
ゆ
取
鳳
 

嘱

一
備
 
考
 

【
 

人
工
乳
A

一
7
1
3
0日

一
舞
亜
響

「
離
グラ
ム当
『
 

一
 

一
和
叫

・7狙
が
一
 

、
二
し1
 一
 n
 り
1
 
一
 巧
キ
 
ロ
ー
 9
1
・
 
一1
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
 
画
 

二
『1
」
 一
 

一
ニ
ー
 
一

2
グ
ラ
ム
ー

2
F
一
7
3円 

L
ー
 
一
 n
 り
1
 
一
 き
キ
 
ロ
ー
 9
1
・
 
一1
キ
ロ

一
 
つ
‘
グ
ラ
ム
ー
 2
F
 

一
 き
キ
 
ロ
ー
 9
1
・
 

3
プ
・
？
 
と
 
m〈
にー

 

1
6グラ
ム
ー
 
トF
 

人
工
乳
A
に
人
工
乳
B
を
一
痢
、大

割
、
”
割
と
徐
A
に
人
工
乳
B
に
切
 

り
換
え
て
い
ぐ
よ
うに
す
る
。
 

一善
そ
靴
を
な
め
る
習
性
が
あ
るの
 
。
給
与
母
 

サ
 

。
給
与
母
 

【

一
 

一
 

甲
 

山
 



よ
う
要
請
す
る
。ま
た
展
業用
ダ
ム
の

建
設
、
あ
る
い
は科
学
的技
術
を
とり

艮
入
れ

て
溜
池
の
改
修
を
地
元関
係
団
体
 

・

I
 な
ら
び
に
国
、
県
と
あ
いま
つ
て
な
し

と
げ
た
い
。
 

広
 

交
通
計

画
 

・
 

一
道
路
計

画
 

市
民
の利
便
を
は
か
り
行
政
サ
1
ビ
ス

の
徹
底
を期
す
る
た
め
に通
信
施
設の

整
備
を
要求
さ
れ
てい
る
が
と
く
に
本

市
で
は
電話
区
域
の
統
一
と
無
電
話
地

域
早
期
解消
を
強
く推
進
す
る
。
 

都
市

計
画
 

本
市
の
都
市計
画
は町
制
当時
か
ら施

行
し
、旧
五
所
川
原
町
の新
股
路
線
は
 

市
 

交
通
は
市
民
生
活
に
と
つ
ても
つ
とも
 

新
市
建
設
五
カ
年
計
画
ロ
 

水
政
・
都
市
計
画

な
ご
 

/
 

'
 

市
道
の
延
長
は
・
五U
キ
ロ
メ
ー
トル

危
険
校
舎
、不
正
常
校
舎
、学
校
統
合
 
つと
も
要
望
さ
れ
で
いる
と
こ
ろ
で
あ

ソ
 
水

政

計
画
 

に
お
よ
んで
い
ろ
が
巾
員
二
、三
メ
ー
等
本
市に
は
多
く
の未
需

校
が
ある
る
o
学
校
教
育
施
設
の奏
と
賛

打
せ

綱

本
市
は
低
い
認
に
あ
り
、耕
地
の
排
ト
ル
ー
四
メ
1
ト
ル
迄
，
荻駐
な
砂
利
こ
れ
昌

整
備
す
る
た
めに
は
最
蓋
し
め
て
中
央
公民
舘
、市
民
会
部等
を

部

水
状
態
は
悪
く
雷

地
帯
が
多
い
ので
道
が
大
半
を
占
め
てい
る
の
で
昭
和
三
設
で
も
つ
て
して
も
一
億
大
千万
円
を
新
築
して
社
会
数
青振
興
を
期
す
る
。
 

O

今
後
実
施
さ
れ
る
区
圃
鐙
に
賛
打
し
十
四賃
か
ら
省
の
抵
張
、
謙
の
要
す
る
。
昭
和
三
十
大
、
三
十
七
年の

U
e外
教
嘉
設
外
と
し
て
他
の
計画

て
用
排
水
路
の
統
合
を
考
え
、
阿
部
堰
改
良
等
を
葬
し

て
き
た
が
今
後
は
さ
両
年
度
書
っ
て

一応
の
設備
を
終り

に
入
つ
た
が
年一
一
な
い
し
三
個
所の
集

松
野
木
川
等
各
河
川
を
改
修
して
配
ら
に

強
く
本
計
画露
し

進
め
主
要
道
昭
和
「
干
八
年
度
で
は
一鳶

促
し
て
会
所
を造
り
地
域社
会
の
場に
供
する

地
帯
の
通
水
能
力の
向
上
を
は
か
る
た
路
の
舗装
等
を
お
こ
な
う
計画
で
あ
る
（
畿
せ
しめ
教
育施
設
の充
実
を
期す
計
画
で
あ
る
。
 

め
、
国
、
県
の
施策
と
し
て
実
施
す
る
 ニ
通
信
計

園
 

る
も
の
で
あ
る
。
 

事
業
の
内
容
（
カ
ツ
コは
事
業
主
体
）
 

第71号 

青森県農業 

元
負
担
金
（
国）
、
国
県
道
舗
装
地元

負
担
金
（
県
）
、橋
染
架
換
（
市
）
 

都
市
計
画
…
街路
覇
備
（
市
）
、街路

舗
装
（
市
）
 

教
育
計
周
：
小学
校
整
備
八
校
（
市）
 

中
学
校
整
備
一校
（
市
）
、高
等
学校

整
備
敷
地
買
収
（
市
）
 

3
7年度
 

担
金
（県
）
、柵
梁
架
換
（
市
）
、
 

都
市
冒
軍
一
衝路
整
備
（
市
）
、街
路

新
設
（
市
）
、街
路
新
設
（
市
）
、
 

街
路
舗装
（
県）
街
路
舗装
（
市）
 

3
8年
度
 

道
路
計
画
…
市道
新
設
（
市）
、
市
道

改
良
ニ力
所
（
市）
、
国
県
道
舗装
地

元
負
担
金
（国
）
、国
県
道
舗
装
地元
 路

新
設
（
市）
、街
路
舗装
（
県）
、
 

街
路
舗
装
（
市）
政
育計
回
…
小
学
校

整
備
四
校
（
市）
中
学校
整
備
一校
（
 

市
）
、
市
民
会
訊建
設
（継
）
 
（
市
）
 

3
9年度
 

道
路
計
画
…
市道
新
設
（
市）
、
市
道

改
良
（
市
）
、国
県
道
舗装
地
元
負担

金
（
国
）
、国
県
道
舗
装
地
元
負担
金
 

（
県）
、
市
道
舗
装
（
市）
、
柵
梁
架

換
（
市）
、
グ
レ
ー
ダ
1
購
入
（
市）
 

都
市
計
画
…
街路
整
備
（
市
）
、街
路

新
設
（
市）
、
街
路
新
設
（
市
）
、街
 路

新
設
（
市）
、
五
所
川原
運
動
公園
 
④
そ
の
ほ
か水
道
に
関
す
る
事項
 

（
市）
 

O
出
層
に
要
する
書
類
 

教
育
計
画
：
市
民
会
舘
建
設
（継
）
（
 
①責
任
技
術
者資
格
考
杏
蕨
 

市
）
 

①
履
歴
書
並に
身
分証
明
書
 

4
0年度
 
①
最

近
撮
影
の
写
真
（上
半
身名
刺
 

道
路
計
画
：
市道
新
設
（
市）
、
市
道
 
判

）
 

O
廟
書
提
川期
日
 

昭
和
三
十
大年
九
月
ニ
十
日
 

。
そ
の他
 

提
田
番
類
の様
式
モ
の
ほ
か
詳
細
に
 

ェ
つ
い
て
は
市
水
議
へお
間
合
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

道
路
計画
…
市道
新
設
（
市）
、
市
道
負
担
金
（
県）
、国
県
道
舗装
地
元
負

改
良
ニ
力所
（
市）
、
国
県
道
舗装
地
担
金
（
県
）
橋
梁
架
換（
市）
 

元
負
担
金
（
国）
、
国
県
道
舗装
邸
工
都
市
』
間
…
街路
轄禰
（
市
）
、
街
路

負
担
金
（
県
）
、国
県
道
舗装
地
元負
整
備
（
市
）
、街
路
新
設
（
市
）
、街
 

改
良
（
市
）
、国
県
遭
舗装
地
元
負
担
 
④
最
終
学
校卒
業
証
明書
 

金

（
国）
、
市
道
舗
装
（
市）
、
橋
梁
 
ー
 
ー
ー
ー

ー
 
ー
 
？
 

」酵

ジ
路
整備
吊）
、街路

3
6年
 
度
基
本
選
挙
人

鷺

熊
競
蕪
『
名
簿
 調
整

期
日

迫
る
 

第
一
位
入
選
川
口
之

良
さ

ん
 

」議
藩

鎌
練
籍
 

第
四
二
条
に
よ
り
水
道
工
事責
任
技
術
 

」
社
会
施

設
の

整
備
 

道
羅

市
道
新設
（市
）
、市
道
 

社
会
教育
施
設
は近
代
社
会
に
於
て
も改
良
二
力
所
（
市）
、
岡
県
道
舗装
地
 今
年十
一月
吾
か
ら吾
間
、
吾
川

原
市
で
開
か
れ
る
電
の
第
三回
青
入
磐
は
つ
ぎ
のと
お
りで
あ
る
・
 壇
響
膏
記

の
と
曹
施
亨
 

く
！

一
一
‘
t
E

乞
 
昭
和

「
干
大
年
度
の
基
本
選
挙
人
名
簿
 

農
業
祭
ポ
ス
タ
ー
 

m」警
剖

舞
難
難
 

（ポスター第1位入選作） 

約
錯
」
難
難

」
齢
瓢脹
姦
鯵
移
無
簿

藷
 

践
奨
」
毅
騒
黙
瓢
繰

鰭
羅
」
』司
日時
骨
序
体
究
月
二
十
ニ

「
護
の喜
で
は
ど
う
に
も
な
り
 

結
果
、市
内
梅
田
、川
口
之
良
氏
が第
川
、
三
国
谷
行雄
。
 

一
位
に
入
選
し
ま
し
た
。
 

溺
埠
用
謀
芽
α
オ
フ
多
ー巻
ロ
く
瞬
月
月
 
七
 
目d
・
杉
日
 r
L一N！
 
身
 

己
 
ん

だ
』
な
ど
と申
し
こ
ま
れ
た
り
しま
 

和
影
熱
乳

ス
タ
ロ島
斎
片

第
一
位
り霞

梅
田
、川
口
之
良
、第
る
。
 

畠
衛
室
で
市
長
、助
役
、収
入
役
、議
佳
作
、
市
内
柳
町
、越
谷
喜
朋
、市
役
 

に
募
集
し
て
い
た
が
、さ
る
八
日
に
締
一
一
位
、
弘
前
市
桶
屋
町
、阿
部
良
二
、
 

コ
］
 

日
午
前
九
時
三
十
分
 

お
よ
び
面積
に
よ
つ
てお
 

こ
な
い
、あ
わ
せ
て製
ょ
う
に
こ

の
襲
に
確
認
さ
れ
るよ
う
 

市
長
選
挙
にこ
の
名
簿
に登
載
さ
れ
て

い
る
人
に
よ
つて
投
票さ
れ
る
ので
あ

り
ま
す
から
選
挙
に
つ
き
あ
た
つ
て
か

ら
名
簿
から
お
ち
てい
る
「
どう
し
た
 

ま
せ
んい
 

モ
れ
が
た
めに
投
票
し得
な
かつ
た
人
 

も
い
ま
ま
で
に
は
あり
ま
した
か
ら
来
 

年
の
選
挙
に
は
こ
のよ
う
な
人
の
な
い
 月

十
大口
以
前
から
九
月
十
五
日
ま

で
継
統
三カ
月
）
五
所
川
原
市
の
区

域
内
に
住
所
を
有す
る
者
で
あ
る
こ

と
。
 

②
選
挙人
名
簿に
登
録
で
きな
い
失

格
者
 

①
九
月
十
五日
現
在
で
三カ
月
の
住

要
件
をみ
た
な
い者
。
 

①
十
二
月
二
十
日
現
在で
年
令
満一
干

才
未
満
の
者
。
 

①
九
月
十
五
日現
在
で
公
職
選
挙法
第

十
一
条該
当
者
 

重
婆
性
をも
つ
てお
り
、道
路
は
他
の
ほ
ぼ
完
成
に
近
い
が
今
移は
本
計
圃に

原
交

通
欝

と
と
もに
生
活
の
歌
的
役

基
き
現
在
施
行
中
のも
の
お
よ
び
国道
 

削
を
占
め
る
と
とも
に
葉

振
興
上
輸
の
巾
員
拡
張
、合
併
地
域へ
の誓

線
 

ー
 
送
増
大
の
必
要
にせ
ま
ら
かる
の
で
交

を
つ
く
り
、併
せ
て
準
総
合
グーフ
ン
ド
 

I
 
通
機
関
と
の
有
機
的
関
運
を考
え
な
け
 公
園
等
の
建
設
を促
進
して
都市
形
体
 

れ
ぱ
な
ら
な
い
、と
く
に
冬季
間
の
交
を
整
傭
す
る
計画
で
あ
る
．
 

斤
通
確
保

は
市
民
」笠
伯
トが
く
べ
か
ら
ざ
 

ー
ー

」
ー
 

る
風
要
事
て
、
こ
れ
が
確
保を
積
極
的
 

1

「1
言
一
，
 

に
推進
す
る
。
 

一
小
中
学

校
の
整
備
  

】
鰍
 
日
 

険
税
、固
定
資産

王
 

ー
 
嘱
．
‘喝
畦
恒
．‘

・三
！
．
「
．コ
ミ‘
．,
．
・「
，“

壇
曽．
、,
，
一
，I
，
 
二
 
三
 
 
1

』
 
一
 
税
の
‘
崩
分をさ
 

●

い
ま
け
。
 

と
な
るば
か
りで
は
な
く
、
せ
っ
か
く
（
嘗

）
に
影
響が
あ
り
ま
す
ので
、
 《

 
、
 
掘
 
に
】霜
し
た
．
 

ョ
り
」

h
 
国
去太
年
に引
きつ
た
しま
す
が過
去
のれ
い
から
い
た
しさ
れ
てお
り
ま
募
o
 
 

に
な
り反
面
麗
中
お
もわ
ぬ
損
害を
な
お
もみ
じ品

に
かな
らす
唐み
選
《コ
」ー
 
剥
青
響

成

升
 
は
 
絹
 
づ

き
こと
しも
豊
作
ま
して
、ぢ
し
て
存

期
べつ
、格
粛
け
ん
さ
につ
い
て
市役
所
な
らび
誓
モ

の
彫
響す
る
こ
と
が
き
わ
めて
を
し
て
い
ただ
く
こ
とと
土
砂混
入
の

rL
「
 

‘
かb
”
い
か
一

兜
 
は
 
鵬
 
が

予
想さ
れ
ま
すこ
差
が加
算
さ
れて
い
書
吉
、

各
期
に
集纂

者
をと
お
す
、通
知
の
けん
大
き
い
の
で
乾
燥
に
つs
Pは
従来
か
原
因と
な
る足
も言
み
は
除
去
し
、F
F火
ニ
内見
阜
吉
馴
釦
発

、
‘
 

紀
し
 

港
 
准
」
湾
准

叱
末
に
は
希
浮
ん
さ
が著
し＜
集
中さ
さ
日程
表
に
よ
り実
施
い
た
しま
す
が
ら
お
こ
な
つ
てい
る
島立
乾
燥
はと
り
も
み
l

前
には
か
らす
下
見
点検
し
馴
勲
馴
勲
加

か
』
な
是
 

硝
と
査
 

虐
凌
恰
漕
 

・
 
‘・
ー
 r
《
‘
【‘
 

ー
 
て

も
らう
こ
とを
わ
す
れ
な
い
ょう
、伽
馴
象
乞裁
割
を
色
 

山
川
 
・
Id
 
過
去
大
年に引
き
つ
 に
しま
すが
過
去
のれ
い
から
い
た
し

お
 
序
 

づ
き
こと
しも
‘
搾
ま
して
、ぢ
し
て
轟
期
べ
つ
、格

は
 
順
 

が
予
想さ
れ
ま
すこ
差
が加
算
さ
れてい
書
吉
、
各
期

し
 
を
 
と
は
み
な
さ
ん
と
と
末
には
希
浮
んさ
が著
しく
集
中さ
 

ノ
現
在
の
作
況
と
展
家
各
位
のご
群

に
 

小
口
か
が
り
蔑
七
ミ
リ
（
三
分）
で
 
処

置
を
早
目
に
し
て
 

篇
籍
襲
鷲
」
」鷲

競
」
繕
鷲
鶴
舞

鰐
」
輔陰
完了す
「
騒競
？
繰
な
鰐
鷲
騒
離
醗
纏
韓

銭
帳
競
譲
？

驚
鶏
髪
の
醸
？舞
器
羅
罷
疑
鰻
畦
議

騒
誹
販
縄
建
熱
鰐
羅
鯵

籍
鐘
醸
譲
報
？
鶏
噴
林
商工
課
に
連
絡
し
 

』
繰
疑
鰐
「
に
醜』
騒
護
巽
餌
競
」』
鷺

熊
”
護
繰
「
襲
縄
籍
貿
」
」」与
賛
食糧事
務
所
五
所
川
原

出張
銭
雌醸

mっぎの
ごと
く
 

例
年
ど
お
り
、こ
ん
ぱ
ん上
部
機
関で
 ん
さ
日
に
受
検
さ
れ
そ
ち

に
し
て
計
罵

醤

査
否

の
た
め
け
ん
さ
等
級

ま
す
。乾
燥
は
米
の生
命
で
あ
旦
い
こ
 
①

発
生
した
場
合は
た
だち
に
獣医
師
 

九
月
塵
芥

醜
ぶ

処
理
日
程
 
、
1
0
1
6
 

に
推
進
す
る
。
 

党
 
環

ど
本
年度
の
市民
 

納
鷲

醜
騒
 

」
ー

一
 
接

昭

婆
逢

滴
達
噴
潔

癖
ゆ
揚
謙

に
画
け
んさ
に
ご協
R
g
が
いた
か
とお
が
雫
し
こ
れ
が
た
め農
家収
入
が減
 

K
・
 ・

」・
ト
 
畦
‘てに
 
「
 

て
言
，
相
工
α
ど
声
L
乃
さ
ォ‘
乱
レ
 
てさ
に
包
彰
零
読
α
雄
億
は
い
カ
か
な
浪
ど
てま
レ
「
一た戸
価
を求
と
す
こ
と
と
α
虐
と
くに
こ
怪
忍
むか
い
ま
す
‘
 
く
 
‘
 

同
部
落で
は
なん
 

に
 
く
 
を

ま
で
ずo

 

て
計図
樹
立
の
身
先
さ
を
実施
い
 

漕
婆
戸

ー
に
猫
，
湯

ゆ
踏
准
横
漕
っ

ぎ
に異
容
器
の
編
は
い
か
がな
高
め
てま
い
つた
声
価
をお
と
すこ
と
こ
の
点と
＜
に
ご黒
ね
が
いま
す
．
く
 
食

馴
驚
乱

な
ん
 

れ
が
良
否
は
前
に
の
べた
と
お
n
貯
蔵
 
、4い
、
 
士
n
 る
七
月
二
十
ーョ
 

ゴ「
ロ
 
，一
J
．
 
ー
 

町
一
口

」『
纏
馳
 
ま
p
，

右

ぞ
」
仁
こ

拐
プ

h
 

)）疑
詳
』総
績
に
載
乳
諏
糾
耀
裏
る
．
 

柳

こ
検
 
に
漕

淳
。「
一
 4
4
一
 
「
ム
央
＆
主
一
一
が

一
々
W
・
りJ
 r
 

使
用
する
包装よ
う
器
は
新
俵
、吠
に
勲
勲雪
識
割
影
と
む
 

計
画
検
査
に
ご

協
力
を
 

が
白
1
的
に
樹
立
した
政
府
買
い
れ
米
 

解
郷
鮎
熱
競勲
 
”
曜
州
五
所
川
原

山
山
企
本
所か
ら
 
」
慧
「
「
簿
覇
熱
『
豚
の
疾
病
流
行

“
確

m
五
所
川
原
出
張
所

か
ら
 

日
太
観
光
協会
内
国部
次
長
、
高
橋
 

叫
一
 

/
 誤

雄
鵡
高
橋
氏

来
五
 

市
観
光
地
視
察
後
会
談
 

①
土
木
お
よ
び
環境
衛
生
に
関
す
る

事
項
 

氏
は
十
一
日
県
東
一暴
務
所
川
村
係
長
 

①
水
道
法
 

①
五
所
農
果

署
水
条
例
藷
い
ほ
ど
出

入
が
は
げ
しい
の
で
ひ
と
り一

行
規
則
 
も
れ

な
く
と
い
う
こと
は
選
管
と
して
 

①抹
葉
び
舞生
に関する
「
鯵
鮎
熱
？
鰐
」一
 

宜
を
は
か
つ
て
あ
りま
す
か
らど
な
た
 

リ
』
一
‘
二
、

・
・
」
 

で
も
自
由
に
み
て
くだ
さ
い
。ま
た
名
 

“
王
，

引
刀
・
1
 

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
か
、お
ち
てい
 

ー
 
ー
 

る
か
電
話
で
もよ
ろ
しい
の
です
か
ら
 

n
刻
レ
蛇
加
山
ク
レZユ
馴
．
 
か
な
ら
す
確
め
る
よ
う
お
ね
が
い
しま

す
。
と
く
に
転入
、
転
出
、転
居
お
よ
 

【
は十
一
日
県
東
蛮
務
所
川
蔵
長

び
間
借
者
、家
族
に
移動
が
あ
つた
場

ら
と
と
も
に
来互
 
合
な
ど
はそ
の
都
度
、撃
晋
翼

員

狼
野
長根
、
不
動
公

会
ま
で
ご
通
知
く
だ
さ
い
・また
つ
ぎ

園
、
神
胤
泉
な
ど
 
の
よ
う
な
かた
で
移
転
先不
朋
等
の
た

胃

各
観
詣
を
視

め
い
ま
ま
で
登録
も
れ
の
か
たも
た
く

察
し
た
轡
、市
欝

さ
ん
あ
り
ま
し
た
か
らあ
す
と
い
わ
す

で
山
内
市
長套
談

い
ま
す
ぐ撃

管
理
貫

会
ま
で
ご
連
 

光
地
は
規
槙
が小
さ
 
の
選
挙
人
名
簿
登録
要
件
 

す
ぎる
。
し
か
し
不

①
日
本
国民
芦
籍

の
適
用
雪

裟

動
か
ら
神
山
温
泉
を
 
い
も
の
を
の
ぞ
く
）
で
あ
るこ
と
o
 

と
お
り狼
野
長根
ま

①
名
簿
確定
の
期
日
（
十
二月
二
十
日

で
の
コ
ー
ス
を
豊
備
 
）
に
お
い
て年
禽

二
十
オ
呈
の

す
れ
ぱ
、
か
な
芸
 

者
（
昭
和十
大
年十
二
月
二
十
一
日

観
光
地
に
なる
だ
ろ
 
以
前
の
出生
者
）
 

う
と
い
つ
てい
る
。
 ③
名
簿
調
整現
島
日

（
九月
十
五
日
 

）
ま
で
．き
続
き」
万
月
以
上
（
大
 

エ
亭
に
つ
い
て
の
技
能
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

査
も
お
こ
な
え
 
も
ち

ろ
食

員
も
調
査
し
、蕪

は
い
 

た
し
て
お
り
ま
す
が毎
日
と
い
つ
て
よ
 

/
 、

爵
川

原
市
の
観

絡
く
だ
さ
いo
 

ら
と
と
も
に
来互

狼
野
長根
、
不
動
公

園
、
神
山
温
泉
な
ど

市
内
各
観
光
地
を視

察
し
た
轡
、市
役
所

で
山
内
市
長ン
」会
談
 

、
五
所
川原
市
の
観

光
地
は
規
槙
が小
さ

す
ぎる
。
し
か
し
不

動
か
ら
神
山
温
泉
を

と
お
り狼
野
長根
ま

で
の
コ
ー
ス
を
整
備

す
れ
ぱ
、
か
な
り
な

観
光
地
に
なる
だ
ろ

う
と
い
つ
てい
る
。
 

1
7日
、
幾

島
町
1
8日
、
柏
原
町
1
11
8日
、
卓
井

町
1
21
9日
、
中
平
井
町1
32
0日
、
下
平

井
町

1
1
42
1日
、
十
川
町
一
日
、
敷
島

町
2
1
51
62
2日
、
旭
町
3
4
1
71
82
3舛

日
、
大
町
5
1
92
5日
、
寺
町
6
加
2
6日

岩
木
町
7
2
02
7日
、
川
端
町
（
一
 
日
、
 

本
町
1
7
82
32
7嬰
］］
、布
屋
町9
四

日
、
東
町
2
3
餌
2
5日
、
弥
生
町4
1
0
 

加
知
日
、
鎌
谷
町4
1
02
6釦
日
、新
町
 

5
1
12
7日
、
柳
町
6
(
?2
8日
、
元
町
7
 

2
9日
、
田
町
1
31
4日
、
栄
町
1
5日
、
平

和
町
7
82
93
0日
。
 

の
 
納
期
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の
見舞
は
や
めま
し
よ
う
。
 

行
規
則
 

納
 
競

鍵
訂
鐸
」』
鯵
酢季
る

院
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毅
講
器
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醜
譲
柳
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